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2016 年度の大学 3 年生は，小学校・中学校・高等学校を旧学習指導要領下で学んでいるため，理
科の学習内容及び授業時間数が現行の学習指導要領と比較して大幅に少ない。また，旧学習指導要
領下では，高校で履修すべき理科の科目は「理科総合 A」「理科総合 B」「理科基礎」「物理Ⅰ」「化
学Ⅰ」「生物Ⅰ」「地学Ⅰ」のうちから 2 科目（「理科総合 A」「理科総合 B」「理科基礎」のうちから
1 科目以上含む）（文部省，1999）となっているため，「物理」「化学」「生物」「地学」の 4 領域のう
ちの 2 領域しか学習していない学生も存在する。 
生命科学部の 2016 年度「理科教育法」の受講生（大学 3 年生）は，高校時代に必修科目以外の選
択科目として理科や数学を選択する，いわゆる理系クラスに所属していた学生がほとんどであるた






表 1 2016 年度「理科教育法」受講者 22 名の高校理科の科目の履修状況 
科目名 履修人数 科目名 履修人数 科目名 履修人数
理科基礎 0 名（0％） 物理Ⅰ 10 名（45%） 物理Ⅱ 4 名（18%） 
理科総合 A 16 名（73%） 化学Ⅰ 22 名（100%） 化学Ⅱ 20 名（91%） 
理科総合 B 6 名（27%） 生物Ⅰ 20 名（91%） 生物Ⅱ 16 名（73%） 



























年間通して指導した経験のない学生には，例えば小 5「物の溶け方」・小 6「水溶液の性質」・中 1「水
溶液」の水溶液に関連する学習や，小 3「電気の通り道」・小 4「電気の働き」・小 5「電流の働き」・
小 6「電気の利用」の電気に関連する学習について，図 1 の構成図だけで，各校種・学年での学習
内容の差異や範囲，また単元間の関係性について系統立てて考えるのは難しい。また，図 1 の構成
図では「粒子」を柱とした内容は「粒子の存在」「粒子の結合」「粒子の保存性」「粒子の持つエネル
























図 2 学生が作成した小・中・高校理科の「地球」を柱とする学習内容の構成図 
る学習内容の構成は，学習指導要領解説理科編の「地球の内部」「地球の表面」「地球の周辺」によ
る構成とほぼ同様で，学生が作成した構成図は，学習指導要領解説理科編の構成図とほぼ同じ図に


































































































中 1  (1) 身近な物理現象  ｱ 光と音  ｲ 力と圧力
中 2  (3) 電流とその利用 ｱ 電流  ｲ 電流と磁界
中 3  (5) 運動とエネルギー ｱ 運動の規則性  ｲ 力学的エネルギー
「粒子」
中 1  (2) 身の回りの物質   ｱ 物質のすがた ｲ 水溶液，ｳ 状態変化
中 2  (4) 化学変化と原子・分子  ｱ 物質の成り立ち  ｲ 化学変化  ｳ 化学変化と物質の質量
中 3  (6) 化学変化とイオン  ｱ 水溶液とイオン  ｲ 酸・アルカリとイオン
「エネルギー」「粒子」






中 1  (1) 植物の生活と種類   ｱ 生物の観察  ｲ 植物の体のつくりと働き  ｳ 植物の仲間
中 2  (3) 動物の生活と生物の変遷 ｱ 生物と細胞  ｲ 動物の体のつくりと働き ｳ 動物の仲間
ｴ 生物の変遷と進化
中 3  (5) 生命の連続性 ｱ 生物の成長と殖え方 ｲ 遺伝の規則性と遺伝子
「地球」
中 1  (2) 大地の成り立ちと変化 ｱ 火山と地震  ｲ 地層の重なりと過去の様子
中 2  (4) 気象とその変化  ｱ 気象観測 ｲ 天気の変化 ｳ 日本の気象
中 3  (6) 地球と宇宙   ｱ 天体の動きと地球の自転・公転 ｲ 太陽系と恒星
「生命・地球」
中 3  (7) 自然と人間 ｱ 生物と環境  ｲ 自然の恵みと災害 ｳ 自然環境の保全と科学技術の利用
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2) 中学校理科教科書 5 種（大日本図書，教育出版，学校図書，東京書籍，啓林館），高等学校の化
学基礎，生物基礎，物理基礎，化学，生物の教科書それぞれについて 5 種（啓林館，数研出版，
第一学習社，東京書籍，実教出版）を比較検討の対象とした。
3) 単元の導入授業は麻布大学福井智紀講師の実践を参考にした。
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